Seminar 1
This world is headed towards a grand climax that will leave all of humanity divided and every soul will be forced to decide which side they stand on.

In Matthew chapter 25, we see a great separation between two classes of people. On the left we have the stubborn and hypocritical goats, on the left we the calm and humble sheep. Wow, what an amazing contrast is set before us in this parable of Jesus. Jesus was a great story teller. Children were captivated by the simplicity of his stories yet enchanted by its deep mastery. Adults were stupefied by its candor and insulted by its clarity. People either loved Jesus or were afraid and suspicious of him. Jesus belonged to no church; he was not ordained by any minister or held a cushy job at the local conference level. 
Jesus lived his life by the words of God and that brought him into direct opposition with the established church and hierarchy. Yet Jesus always showed respect to the church and state authorities until it clashed directly with the government of heaven. Then he was as firm as a rock. In these days of unparallel turmoil and trouble we have to be willing to stand up for Jesus even if it means being put on the outside and looked upon as the trouble maker of the church. Elijah was called the trouble of Israel and yet he was doing the holy will of God. 
But if we believe in Jesus as a force for change then we should say to ourselves yes we can change, we will change, we will change our lives, we will change the world we will change Japan. Heart by heart we will warn the world about the coming destruction that is coming upon our world. For the Christian it is the hope of Glory for the fool it is the foolishness of the gospel. Either we escape sin by falling broken on the cross of Christ or we embrace sin and watch as it darkens our mind and fills our soul with stubborn pride.
Sin has always existed in heaven. Even before Satan sinned, sin was always in the realm of possible spiritual manifestation. Satan was responsible for giving sin a face and a force of objectivity. But Sin was not created by Satan; it was an idea that possessed the power to challenge the government of heaven. This was all in God’s providence. God planned that if sin was to transform itself into reality he would allow it to be fully developed in the world so that through Christ Jesus the idea of love could be seen and realized. 
Sin is simply the separation of creation from its creator but because of Jesus we are connected again and though the ministry of sin continues to inflame our souls we have the strength in God to reject the idea of sin and reject its image. We may not be sinless in this life but we can be Christ like and carry his cross. Sin is the enemy, God is our friend. Sin will never happen again because those who are saved and the whole universe will see sin as it is, an ugly deformity of Love and justice.
But the idea of sin will forever exist as a poignant reminder of what darkness really is.
Sometimes we become robots of the established network. We become parodies of other Christians. We become drunk from the stupor of our culture and traditions and dogmatic hypocritical theologies. The world is like a pyramid. Satan is at the top, he gives the orders and slowly they are filtered through until everyone is following his lies, most times unconsciously. As Christians we are not slaves of culture or laws or traditions. As Christians we have to willing to die for our faith or Jesus died for nothing.
Whoever you are, today Jesus is asking you to think for yourself, and follow the simple words of God. Let your yes be yes and your no be no. Which side are you standing on today? Are you on the right side of God where his love and peace are the delight of your soul or are you on the left of God where pride and hatred has become your insatiable appetite?
We have no time to lose. Jesus didn’t die for nothing, this is the one thing I know, this is the one thing, the one thing that I know, Christ Jesus died so that I, so that you could have life today and tomorrow and forevermore.

Watch and pray for you so not know when the king cometh.

Are you ready for Jesus now?
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私たち人間とその魂とに、どちらの側に立つのか、決めなければならない、最後のステージへと、この世界は進みつつあります。
マタイの25章の中に、神のなされる大きな分類で、人々が２つに分けられていくところを見つけることができます。左側には、強情で偽善的な山羊たちがいます。その右側には、従順でへりくだった羊たちがいます。イエスが私たちに教えた教訓の中に、この対照的な２つを見ることができます。イエスは、素晴らしい語り手でした。子供たちは、いつもイエスのもとへ集まり、簡単だけど、とても奥の深い話に惹きつけられていたようです。しかし、大人の中には、イエスの明朗明快な話し方に、侮辱されたと思う人もいたようです。人々は、イエスを愛するか、または、恐れ怪しむかのどちらかでした。イエスは、どこかの教会に属していたかなどは、触れられていません。イエスは、聖職者たちから安手礼（あんしゅれい）を受けていたわけでもありませんし、宗教団体から、良い働き場所を与えられていたわけでもありません。
イエスは、生涯を神の御言葉に沿って生きられ、そのことによって、自分自身を教会や宗教の組織と対立する立場となったこともあります。しかし、どんなときにも、教会や組織に対して、非常に礼儀正しく接しています。しかし、問題が天の国に向けられたときには、怒りをあらわにされ、岩のように堅く立たれました。今日私たちは、無比の混乱と問題の中に生きていますが、私たちは、イエスがされたように、イエスのために堅く立たなければならないときがあります。そのことが、もしかしたら、教会や組織から見ると、問題を起こしているように見えるかもしれません。しかし、そんなときにでも、そうありたいと思います。エリヤは、災い、問題の多い人と呼ばれていましたが、しかし彼は神の霊的な志を行っていたのです。
しかし、もし、私たちがイエスを強く信じるなら、私たちは変わることができる、変わっていく、私たちの人生を変え、日本を変え、世界を変えていくと、決意するべきなのです。この世界に、これからどんなことが起こるかを、全ての人に警告していかなければならないからです。クリスチャンとは、福音に鈍感な者たち、おろかな者たちへの、栄光からの希望なのです。イエスの十字架によって、罪から解放されるか、罪を抱き、それが心の奥底まで強情なプライドとして満たしてしまうのを、待つかのどちらかなのです。
罪は、天にも存在しています。これは、サタンが罪を犯す前からです。罪が罪として成就されていなくても、罪になる可能性として、常に存在していたのです。サタンは、罪を実際に犯しました。そして、この罪の責任はサタンにあります。しかし、「罪」は、サタンによって、創りだされたわけではないのです。それは、サタンが神の力、天の王国の力に取り付かれ、自分がそれ以上であると思った、その心が罪に至り、罪を生み出すことになったのです。しかし、これは神の摂理でもありました。神は、罪がその形を成して、成就されたなら、それがそのまま進展していくのをそのままにされました。それは、イエス・キリストをとおして、私たちが神の愛に気付き、その愛を知ることができるために、そうされたのです。
罪とは、創造者である神からは、離れたものです。しかし、罪人である私たちが、神とつながっていられるのは、イエスがいるからです。罪は私たちに、罪を犯すものとして、留めていたいと願っています。しかし、神は、私たちにサタンに抵抗することができるよう、力を与えてくださいます。私たちは、完全に罪のない者には、なれません。しかし、イエスに従い、共に歩むように、力を尽くすことはできます。罪は、私たちにとって大きな敵です。しかし、神は、私たちの親しい友であられます。イエスが再び戻ってこられたのちに、罪は存在しなくなるでしょう。なぜなら、救われた人々は、罪が醜く、どのように神の愛と真理に対立しているか、知っているからです。
しかし、罪がどのようなものであるか、どれほど邪悪なものかを、忘れることはありません。
時に私たちは、ロボットのように、誰かの真似をして生きているように感じるかもしれません。クリスチャンであることも、同じで、他のクリスチャンが好ましくないことをしていると知っていながら、しかし同じように行動してしまうときがあるかもしれません。文化や伝統、頑なな教会のルールに飲み込まれ、麻痺してしまうようなときがありますか。この世界はまるで三角形（会社のようなイメージ？）で示されるようです。頂点にはサタンが君臨しています。サタンが指示を出すと、少しずつその指示が下に下っていくのです。そして、この世界は、気付かずに、サタンの思ったとおりに行動していくのです。クリスチャンとは、文化や伝統、または法律の奴隷ではありません。信仰のために、その命を落とすことになっても、構わないというのが、クリスチャンではないでしょうか。それでなければ、なぜイエスは死なれたのでしょうか。理由がなく、亡くなられたというのでしょうか。
みなさんが誰であれ、今日、イエスは、あなたのために、あなた自身で考え、答えを出し、神の明確な御言葉に従って欲しいと願っておられます。「はい」は「はい」で、「いいえ」は「いいえ」、そうあるありたいと、思われませんか。あなたは、神のどちら側に立っていますか。神の右側、神の愛と平安があふれ、心の満たされる、右側に立っていますか。それとも、神の左側、絶えることない高慢さと邪悪な心であふれる左側に立っていますか。
私たちには、時間がありません。イエスは、理由なく亡くなられたわけではありません。それだけは、確かです。イエスが亡くなられたのは、私やみなさんが、今を生きることができ、そして永遠の命を手に入れることができるようになるためです。

イエスが再び帰ってこられるまで、共に祈り、しっかりと目を覚ましていましょう。
永遠の命へ向けて、心の準備はできていますか。
